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大雪凶は牝海遺の麗綴お呼ばれ遺陶の人はもをより

多くの入燦熔鵜じ漢れでいる由爽欝凶は薬しい成層火

山旭僑を童峯麦して潟鉢鶏火潟を慈り蜜く枕海揺

北鎮屠K一狐状の筒嚢屠トム茅ウシ閑溶砦漉台地

の化雲轟一忠別掻一商根ケ原など火凶をしで褒化にと

んでレ滋お共縫北海遺でも勾とも商い受o⑪晦繭後の高

度は耽緯郷熔近い位蟹悠紡蕃花沸本州棚000鰍を

こ支剃五晒飽帯終匹敵する気候条件下縫あり商凶地特

有の地形淋よく鶏瀧している劇叔特徴がある租

大雪山への一般的登山鷺一スは層雲峡温泉を起点と

して'ロｰプウエイで黒番ヘバスで銀凝台か高原温疑

まで登…)そこから山へとりつくコｰスともうひとつ

いこ藍島拭棚

は湧駒別激療から漂一プウヱイで旭岳の姿昆の漉に霊る

ものが蕩私ここでは前者のルｰトにそって説明しよ

う｡⊂()内1鴬万分の夏地形図〕

第王圏鰯雲醸小醸(神削壁)付逝の鰯繁嬢縛鯖嬢阪岩

層雲峡溶結凝灰岩の崖にはそれぞれ厨風砦胡蝶岩

七賢峯などと名淡つげられている.残月峯が崖手にみ

えると間もなく層雲峡温泉である､残月峯はチカルベ

ッ溶緒凝灰砦匁どと共にユセイカムウシ皿ツペ山を作る

鮮新樹の覇陽山集鶏砦でできている｡温衆の入口神

療橋付近に賦目高累層の粕板岩の崖淋立ちはだかるよ

うに遺ってくる.バスの宥等前に谷が開げ谷のつき

あたりに黒昏かそそり立っている｡大雪山への登山口

層雲峡温象である.層雲峡澄療でバスをの!)つぎ大函

へ筒かおう､層雲橋を渡ると左孚車窓に屍える務く

焼けた砦壁は残月峯と同じ鞘陽山集鞠岩である､河

原にめるピサゴ岩不老岩などもこの集擁岩の転看であ

る由層雲峡の代表ともいわれる流屡銀河の滝は雄

滝雌滝とも呼ばれいずれも層雲峡溶結凝灰岩にかか

る滝である.滝につづいてやはり層雲峡溶緒凝灰岩

の壁が新大函天城砦神肖腱と続く｡神削壁では

柱状節理がみごとに発逮しており一辺が40～60㎝の6

角桂となり五50剛こ近い岩壁を作彗)真直にそそり立っ

ている.�
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欝婁麟太劉11(孫狩川､ヒ流述沌)宥憾ゆ準たい舳重患蟻ij矯左側の艦砲が自爆準

前のトンネル出P上には層雲峡湾緕凝灰岩の基底部か

露出しておりその下位にはこの溶繕凝灰岩のすぐ前

に噴出した降下軽石が認められる｡

ここから先には層雲峡漆結凝灰岩は分布していない｡

層雲峡溶緒凝灰岩でおし狭められていた峡谷もここか

ら上流では広い川幅となっている｡賢商累層の粘板岩

類をおおって葉理の発達したシルト細粒砂からなる

白湯平層と呼蕃湖成層秘発達している｡宥狩川の本流

から赤岳へのバスの別れ遺付近ではみごとな層間橘蔵

をした露出沸道路の切り割"ζ認められる｡

自楊平層はかつて鮮新植の三禺層貞滝層など紀対比

された地層であるが

工)大函より上流ぽ把け分布している

2)大雪{の基盤を作る砦宥を侵黛し花新いへ河谷に沿って

だげ分布してい蕃

3)この層の堆積薗は他の河津段丘繭はくらぺて広く繭の僚

斜は変なくその高度は小雨付返の層雲峡溶緒凝灰娯の堆

積圃とほぼ一致する

4)ごの繭の開析は稀蜜り進んで∴ない

5)堆積物の岩相は層雲峡溶結凝灰岩の分布地縫近い部分で

は細粒物が多く石狩川の上淑こ強かって粗粒物が多く

なる同一地点では､止部紀陶かもへ糊織物に富んでくる

層雲峡温泉から黒屠への旧登{遣は最近蜜では3合

目まで基盤の粘板岩の急崖をつづら折りに登って黒爵か

らのびる山体斜面に達していたか今ではδ含爵凄で照

一プウユイで一気に登ってし蛮う幸照一フウ猟イか島

見下すと石狩川によって刻凄れた急峻な谷を埋めて流

れ下ったであろう層雲峡溶結凝灰岩が急な斜繭ぽ塞つ

わりつくように堆積面を作っているのがみられその向

こうに鮮新一更新世の火山岩でできたニセイカムウシュ

ッペ似晦みか望凄れる.蟻禽属の展望台付近のトド

ズッエゾァカマッの原生林も餐合属を過ぎてダケカ

ンバの樹林に変わり7合員から8合閏にかけてナナカ

マドハイマツが現われやがてお花畑ζなる.黒岳

の山頂に立つと急に眺望が開ける､南颪を望むと左

から赤くやげた烏帽子岳ズングリとし色白雲岳なで

肩の北海岳ドｰム状の北鎮岳1凌雲揺淋一望の下にみ

られる.またこれらの峯にかこまれた直径約肌榊

凹地お鉢平も大きく闘いている.ここで大雪{の地

質の概要について説明することとしよう｡

大雪山地域の基盤を構成しているおもな地屈は貫高

累層と新第三紀中新世の火山岩類である出すて紀みて

きたようにこの璃域の目高累層は大部分が粘板岩で

鶴釜鰯溺嚢嬢潟廉からみた黒儒(大場専志男擬欝)�
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翻鰯聯職賦繍繍･婆)蜘嫡動瀦繊湖麟紅嚇除鍬峨鎧雛減勇1醐繍晦繍

一部は閃緑岩類に貫ぬかれている,新籍三紀中新世の

地層はヤンベタヅブ層カウンティプロピライトと呼I

ばれ前首は裟質した溶結凝灰岩後背はわずかに泥岩

や砂礫層をは塗むプ膏ビライトである.これらを基盤

としてできた大雪山の火山活動は

I)大繋大凶灘の基底落差ゆ形成期

亙)古大雪火山の形成期

孤)新大竃火{の形成期

双)旭醤油よび熊醤大凶の形成期

の遂期に分けられる.正期は更新世前期に狐および

鮒期は更新世後期IV期はほぼ現世にあたると考克られ

る.

濠喜真筆抄鰻簸淋

蟻鶴鰯鰯簸鰯瑞噸騒蟄鰯

燃葦嚢孟要綱由1躍蹴鱗踊鯛珪1軸

澱､鳳鰯娯刊鰯嗣

欝5魑大著仙周辺の総覧

至期の噴出物は高根ケ厭忠別醤化雲番黄金ケ原流色

猟沼の原などの台地をつくる輝石安山岩溶岩である

迎期に属する㍑)は熱騒北鎮届赤笛白雲岳などをつく

る沓大著溶岩(角閃石輝看泰山砦)で為る

皿期に含塞れる剛玄酋大繋火出の串央にでき花カノ払デタを埋

めて権穣している新大蟹溶崇(輝石安川岩)同質の層雲

峡湾緕凝灰砦などである

w期には旭猛火山熊ケ艦火山を形成する噴出物(蔦もに輝宥

安山砦)とミクラ択溶岩(薦閃彩含有輝石安山堵)か噴出

し花

果岳をつくる岩宥は角閃石紫蘇輝石普通輝宥安山岩で

粗絃匁角閃眉斑晶をもっているの淋特徴である｡非番

烏帽子醤白雲薔北鎮番凌雲岳永山岳などはいず

れも同じ岩質の古大雪溶岩からできているが噴出時期

によ"つに分けられる自赤筋烏帽子醤氷山番な

どをつくるより苦いものと凌雲番北鎮屠白雲番な

妊をつくっている新しいも⑫のグルｰブであ篇､後者

の峰療はドｰムの糠な地形を示しているがいずれも溶

岩流の地形につながっている.宵大雲火山の形成後

カルデラ陥没添潟こつ危と考克られる､

新大雪火山は潟鉢乎を火㌶とする成層火山である.

黒岳から北鎮醤へつづく雲屠平北海屠から白雲岳への

北海平などの平坦な面はお鉢平の火Qから噴出した層

雲峡溶結凝灰岩とその先駆をなす降下軽看が堆積して

できたもので潜る.北海醤剛ヒ側の崖にひっかかるよ

うに溶緕凝灰砦が見られる通りお鉢平から噴出した熱

雲は古大雪火山のカルデラを埋めカルデラ壁の低くな

った所か塗滋流し潟も1饒方向ぽ流下した｡そのひ

とつは黒昏のすぐ南を通費看狩川の峡谷紀流れ込みこ

勤ん拒濫衰

ごて簑事に分がれ一方は看狩川を下って安足間付近ま

で流れ他の一方は遡行して大画護で達している.そ

のため大函一神削壁付近でもっとも厚い｡この付近で

はこの溶繕凝豚岩の堆積面は標高王,000～900脈である

が石狩州に沿って連続的に高度を下げ安足間付近で�
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鶏6関;地海平材逝

は約δ00腿の高さの面をつくりている幸篤農の流れは

忠別州ぽ治りて流下し天人峡に整っている.羽衣の

滝もこの層雲峡溶結凝灰岩紀かかっている｡

層雲峡溶緕凝灰岩は宥狩川な濠の漱川が作った谷を埋'

めて携穣しておりチ吻ルベツ溶緒凝灰岩なだの古期の

ものが鯛析されて現在は稜線な婆を作って分梅している

のと対照的である｡このことは層奏峡漆結凝炭岩がご

く新しい時期に療出したものであるζとを示している.

｣方上州市街地の南では層雲峡溶結凝灰砦は河岸段

丘にきられてい乱ζの段丘は白滝付近の第警段丘に

対比凄れる1これらの､歳から麗雲峡溶緕凝灰岩は第

四紀更新世末のものと考えられる.したがって層雲峡

溶結凝灰岩におおわれる盲大雪溶岩新大雪火山は更新

世末にはすでに形成されていたことになる.

潜締凝灰排の費地(禽繋矯1寸遼かい

の両縁は30～40臓の堤防状の高凄り秘あり内側はくぼ

んでいるが流動方向に直交して不規則な階段状をして

いるきわめて新しい溶岩流の地形である｡

黒岳石室から‡クラ沢溶岩の傍を通り北海短勤泌お

鉢平の縁を廻ると熊ケ艦の分晩燕1cくる｡熊舷醤の水

口を右にみて進むと大蟹醐帳蹄北海滋の最蔦簾⑳旭

岳である･旭岳火山も層琴峡帯麟凝豚静蜜添整合絶お

おって生長した成層大脳で瞬鰍副該馬蹄形縫鰯珍沈堆

口を持ち裾野を爾労に大慧く旗ば郁鴻担擬野は深

い原生林におおわ勅郁浦秘は劣誉りじ花溶潜流蜜残

す部分もあ私閑頂付遜1副濠紡錐形の火山弾怒認蛎塗

れる.

寓擬ケ煽一トム弩巾シ出(旭轟)

白雲婚から商には広い平坦な台地がつづき忠別岳ご

しに宮城を思わせる風格のトム茅ウシ山が望まれる､

トム多ウシ山へとつづくこの合地は夏期の基底溶岩に

よって作られた溶岩台地である｡この様な台地は高根

ケ原一恵別居一五色ケ原一化嚢屠の地域以外はも旭岳

の衝北麓の渚の平トムラウシ山の両側の着金ケ原など

に発達している,これらの台地を作る溶岩はいずれも

板状節理がよく発達している.

高根ケ原で特徴的なのは台地の東端に急崖が発達し

ていることである.この断崖は南北性の断層に沿って

は一･惜して示した)｡

もりとも古い篤亙溶岩はトムラウシ山の中央部を点

鶏?鰯患別籍硅紀雲悌1トム貸ウシ;い十燐火ii閉

(1鵬一肚流の.ヒ聖から)騎井義雄搬館�



めて濁り

である古

てい嵩｡ついで噴出し花窮凄溶岩は欝夏溶着の北側

に分布している.鶏3溶岩は第至溶岩の上に重さり

トムラウシ山の本降を作っているもので白雲轟などと

同様に一屍チｰム状の地形を塁しているが香状の溶岩

流栓して流下している.頂部には馬蹄形に近い形の火

醐宝みられる｡地形的特徴から大雪山の情動&対比さ.

ぜれば欝王鶏暑溶砦繊共に宵大雪溶岩に第3溶岩は

新大雪溶岩婁花は旭笹火山の時代にあたると推定蜜れる.

大留出⑳氷蝕総表び局淋河地形

すでに述戎て曹たように大雪山の大部分か更新世末

にほ2000服前後の山体を作っていた.したがって寒

冷期には氷醐年周周氷河作用が大雪山にもおよんだと

袴克られ乱嚢た規程の森林限界高度北海道各地

の高層気象観測資料によれば現在でも大雪山の山項部

付近はほぼ周氷河気候の下はあるとみなさ叔る｡

大雲山の氷蝕地形や燭氷河地形について今畿であ妄

り注禺客扱なかっ花のは大雪帥婁火ぬであって地形が

比較的崩壊しやすくその上馬蹄形の凹地地形淋安易に

爆裂火Qとしで扱われて書たこともあるが火山自体が

現世になって形成されたという考東方にとらわれていた

面もあろう､

崖等鮒こなサゴ沼秘みえ篭

氷蝕地形

氷蝕地形としてはカｰル地形がある.きれいな地形

が塊荏みられるのは大雪山の工期と巫期の山体で白

水川谷頭白雲岳忠別岳凡忠別世黄金ケ原などに

発達がよい.白水川谷頭のものは凌雲醤を縫月岳の間

に北東に向いた馬蹄形の凹地を作っている｡勿一ル壁

は70㎜前後の高さで串円形をなしカｰル底の標高は

王750狐前後でオビにゆるく傾き砦暦でおおわれている､

この申を自氷州淋賛流しているがこの州に沿って比高

2獅前後の蒔きで薫褐亀砂質粘土を伴う錦礫層が堤状に

労一ルを黛分している.カｰル庭前端付近の側方山腹

には比高約§狐の黄褐亀砂質粘土を伴う角礫層がた塞

っている｡同様な堆積物は労一ル庭前端部はも小丘を

なしている自これらの堆積物からなる堤護たは心任に

はハイマツなどの頼生がみられる､

黄金ケ原付近のものは稜線の南に東南方に口を商いた

篤蹄形をなしている.カｰル壁の高窓は60～80肌

カｰル底は標高欄腕前後で大きく3灘紀分かれる堆

積物が小丘を作っている｡第五灘の丘はカｰル壁とカ

ｰル底の携付近に雁行状にならぶもので大きな岩掬か

らなっている｡ごの堆積物は均一ル形成後の潮壌物が

も知れない.背後には小惑な沼がある.第黛灘は第

王灘の下方に数膿の高窓で丘を作っている.丘のカｰ

鶏§鰯

負嚢箭(縁儒から)�
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白雲番のものはカｰル壁がいち

ぢるしく崩壊しているが繭東に

開いている｡堆積物は2段に分

かれており白雲･爵石室の麓って

いる丘は前繭ぽふくらんだ三災

月型である.この下方にヤンベ

タップ川源流部に向かい長く香

状にのびるもうひ&つの堆積物が

ある.カ岬ル壁と小量の建って

いる丘の闇はすでに埋積され平坦

になっておリ初夏にわずかに湛

水する｡

この他化雲高の東王珪蜘跳峯

の北側のものではカｰル壁は2

段に分かれて発達している.

で至っていない苗しかし現在

の大雪山は多雪地帯である淀め

冬季の地中の凍結はめ妄り深部に蓬し紬泌思われるし

夏期ばは相当多量の降雨と融雪水揚蛎器驚墨を籍免るお

今では凍結などの作用よりも流水1載澄儀麓僚踊な婆

の方が飽形形成の鴬カとして支醜内湾ある鉦籍熟密航篇帯

また周氷河地形の分布は標高亙茗60⑩滋以圭終限蟻勅て

おり高層気象観測の資料からみて現在鰯周氷漱気候熔

.あたる高さは約2,000㎜ぐらいと考えられる⑳懇太蟹

山にみられる周氷河地形はその多くが化石化し花もの

であろう出現在もなお継続的に形成されつつあるもの

は雪による削鋤作用や凍結1融解にともなうものなど

ごく表層におげるもの紀限られる.

表層の周氷河地形に関する発生論的な分類はまだ十

欝1⑪畷泳繊繊稽瀦波ぴ燭氷跡地形紛布図

分熔なきれて抽らず縞称も不統一である.したがっ

て芯慧では形態から紛類淡葛奇

特窟⑳幾何学的形態彰添市中⑳鉦じて多角形土(い

杓ゆ葛構鐙造蜜愁は躍状砂礫)1条線砂襟な繊婁蕗り

幾衡学的形態蜜添蜜ない無定形上畿しては鰯肴1騨肴

原1小禄壷な勘鴻る廿漢花斜繭に鶏蓬戎慈地形とし

で沸壷階段畿慧鎮階段峨紬㌔斜繭地形畿して雪閏

蜜隣地形葱な斜繭紀堂ずる雪蝕勿一ルな勘蛎慈｡

⑩欝篤糟塗

大欝山懇は通常夢鏑形土礫質多掬形圭秘多い再通

常多駒形土の代蓑的なものはトムラウシ{のヒサゴ沼�
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西方の1,818孤独標付近にみられる.

このトムラウシ山の多病形土はヒサゴ沼が見おろせる

登山道路のすぐわきの長経約夏0脈の楕円形の窪地は

ある･窪地周辺はハイマッカ葦離生した台地で台地の

平均的匁水準から窪地の中央凄ではδ～6臓の兇商淋あ

る｡窪地は縁の部分が簑～遂㎜の急斜面を作ってお!〕

その内側はゆるく中心部に償いている咄窪地の中央部

直径40孤ぐらいの範騒は裸地紀なりているがその周り

は裸地から獅～鮒醐段で高くなってお!)チン'クルマ

などの小灌木や多単生の章本科積物がおおっている.

窪地中央部の襟地は例年8月初旬まで湛水しているが

この裸地の部分に多薦形土が発達している.多角形土

の発養する裸地の部分も全体として中心部に向かいゆる

く償いておりその周辺のやや傾斜のつよい部分は地表

に筑較的細粒物が多く裸地中央部は工00～雌醐岩塊

淋多へやや僚斜のつよい部分から中心部ぬかけて

条線砂礫から多角形土に漸移する.一般に中心部に多

魚形土の形は大書くなり最大のものは環の直径が3m

にも達する咀普通のは夏鰍前後で潟も1土1ト20ζ卿の

礫が環のふちを作りで配列する彗環の幸心部は細粒物

で構成され盛1)上っている｡トムラウシ山のヒサゴ沼

ではひぷうたん形をした沼のくびんた所に発達してい

る.この沼は夏季はは周騒の雪渓からの融雪水により

水位が高まってひ麦うたん形ぼ蟹つの湖盆がつな秘る

が融雪水が供給恵れなくなるとくびれた部分は平上

ってし凄う;ここでも環1の直径約五狐前後のものがみ

られる.

以上の2例ほ湛水地に発達する例であるが清水地以

外で代表的なものは非番東の奥の平付近にみられる由

扁平な礫が立ちはじめしまいには垂直に近くなりク

サど状にめり込む｡多角形土の6角の環の標点ではち

ょうどヂパラ石｣のような形を示す.

通常多角形土の申にはワタリ宥はよって分割された

り大きな多角形土の申に小さな多角形土ができて再分

割されている場合もある｡このような小型のものは現

在もなお形成されつつ齢ると考えられる,

多角形土の分布をみるといずれも艶較的湿じゅんな

所に発達しており水の凍結とそれに伴って生ずる水

の対流か多病形土を形成する要閃と袴克られる｡した

がって気候条件と水を保有するような細粒物質の厚さ

が多角形土の発達を規定すると思われる.礫質多角

形土が一般に小型匁のは'礫質多病形土の生じる地域で

は下位にあまり細粒物が発達していないことによると

､思われる.

剃蝦トムラウシ内の多席

②条線砂礫

多角形土は平坦地に発濠するが条線砂礫は斜面にみ

られ両者はしばしば漸移する｡条線砂礫は多角形土

形成の鴬カと斜面はおける箆カの作踊が加わって形成

されるもので蔦ろう､高根ケ原

には広く分布がみられる｡

鰯灘鱗繭瓢㌶ζ㌶賦

難1㌻篶㌶讐

形土

ないことが多い｡しばしば平坦

部には小さな多角形土が発達して

いる｡斜面の傾斜が降るい場合

には崖の落養は小さくなり平�
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粗面の幅が広くなる.高根ケ原忠別岳トムラウシ

山自雲岳北海平などに発達している,

④舗蕎

これは大小の襟がその大きさにかかわらず項部の高

さを揃えてしきつめられた様紀配列しているもので礫

と磯の闇は細粒物質が充填している､舗石の発達する

場所は沢状の窪地が多く8肩瞭褒で残雪がみら扱るこ

とから一種の雪餓地形と考免られる､おそらく積雪

の圧力とその移動によりコ僚イド状になっ花細粒御覧

に礫か埋められ上繭の高鋤μ定にならされ淀ものと

考えられる｡とζろにぷっては形成後の流水紀よっ

て細粒物質が洗い出窓れたと思杓れるように礫と礫と

の間に間隙を生じている揚含もある｡トムラウシ山

白雲岳付近などに発達している､

⑤警固蟹蝕地形

のは多分過去のもっと寒冷征時期だったのであろう.

鰍脳とサふ濃ヴ)葵鈎形並二

この地形と類似した形のものとして雪蝕カｰノレがあ

る由雪蝕カｰルは急斜面に発達しており残雪の融け

た部分はあ漢り植生は深くない｡大雪山では高根ケ原

東側の断崖によく発達してモレｰン状堆積物は比較的

発達している秘残雪の消克たあとの地形をみるとほ

とんどけずり込みはできていない由モレｰン状の堆積

物をf乍る岩塊は大部分断崖上部から落下してきたもの

鶏!鰯商搬ケ際1声)機質象飴形上

剃鰯淋婚輿の堺の畿銭形上

鰍鰯薦艇ケ原の条線砂礫�
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が雪渓の前面に集積したにすぎないようである由

雪閏雪蝕地形は黄金ケ原化雲矯東商部忠別醤東

部などによくみられ残金ケ原北部のものには凹地上部

再の崖が簑段みられる司

このような地質による分布の差異はある種の高山植

物の分布にも認められるとのことであ1)(林業試験場道

支所鮫島淳一郎筑のご教示による)氷期&後氷期の

みごとな対応をみ世でくれる.

(筆者らほ北海道立地下資源調査所および北海道大学理学部)･
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